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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2023 年５月 12 日に公表いたしました業績予想及び配当予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１． 業績予想の修正 

（１）2024 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正 

（2023年４月１日～2023年９月 30日）                                  (単位：百万円） 

 
売 上 高     営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,310 1,770 1,770 1,240 320 円 68 銭 

今回修正予想（Ｂ） 8,210 1,700 1,780 1,310 338 円 79 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,100 △70 10 70  

増減率（％） △11.8 △4.0 0.6 5.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2023 年３月期第２四半期） 
9,863 2,065 2,332 1,533 396 円 50 銭 

(注)当社は、2022 年 10 月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。１株当たり四半

期純利益につきましては、前連結会計年度期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 

（２）2024 年３月期通期(累計)連結業績予想数値の修正 

（2023 年４月１日～2024 年３月 31日）                          （単位：百万円） 

 
売 上 高     営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 19,000 3,660 3,650 2,570 664 円 63 銭 

今回修正予想（Ｂ） 16,500 3,460 3,570 2,620 677 円 58 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,500 △200 △80 50  

増減率（％） △13.2 △5.5 △2.2 1.9  

（ご参考）前 期 実 績 

（2023 年３月期） 
20,063 4,068 4,354 2,957 764 円 97 銭 

(注)当社は、2022 年 10 月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期

純利益につきましては、前連結会計年度期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 



 

 

 

（３）修正の理由                                                        

当社グループの第２四半期累計期間の連結業績につきましては、半導体業界におけるメモリーの在庫調整

が長期化していることやスマートフォン・ＰＣの需要の減少が重なり、半導体業界全体で想定よりも厳しい

落ち込みが長引いているため、売上高は前回発表予想を下回る見込みとなりました。しかし、製品構成の変

動や業務効率化による経費削減等により経常利益はほぼ計画通りとなり、子会社アイシンテックの新工場建

設に伴う国庫補助金受贈益により親会社株主に帰属する四半期純利益は前回発表予想を上回る水準を確保で

きる見込みとなりました。 

また、通期業績につきましても、第２四半期累計期間の業績を踏まえて修正いたします。 

 
 

２．配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 
１株当たり配当金（円） 

基準日 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

前回予想 

（2023 年５月 12 日発表） 
― 0.00 ― 115.00 115.00 

今回修正予想 ― 0.00 ― 130.00 130.00 

当期実績 ― 0.00 ― 
  

前期実績（2023 年３月期） ― 0.00 ― 130.00 130.00 

 

（２）修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する安定的な利益還元を経営の重要課題として認識しております。また、急速な

技術革新に対応した設備投資、競争力の維持・強化を図るための財務体質の強化に努めるとともに、長期的

な視野に立った配当水準の向上に取り組む方針であります。 

当期は、上記のとおり、売上高の通期業績予想の下方修正となりますが、配当性向を優先したグループ方

針を重視し、期末配当を当初予想に対して 15 円増配の１株当たり 130 円に修正することといたしました。 

 
 

（注）上記予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

数値は、今後様々な要因によって変動する可能性があります。  

 
 

                                                                              
以 上 


